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　新年　明けましておめでとうございます
　現在中央図書館では、マイナンバーカードを図書館利用
カードとして貸出等を行う国の実証実験（図書館共同利用シ
ステム）を実施しています。マイナンバーカードは、社会保障、
税、災害対策の３分野で、複数の機関に存在する個人の情
報が同一人の情報であることを確認するために活用されてい
ます。この実証実験は、ICチップの空きスペースと公的個人
認証の部分を活用して、国がクラウド型の共同利用システム
として整備する「マイキープラットフォーム」を利用し、マイ
キーIDと図書館サービスIDをリンクさせるものです。
　利点としては、現在利用カードの年次更新を行う時に免許
証等をご提示いただき、作業に３分程かかっていますが、マ
イナンバーカードでは自動化できます。また、将来的には、

他の自治体の利用カードはもちろんのこと、公共機関が発
行するカードを一枚に集約することが可能です。
　デンマークでは、半数以上の図書館で利用者がマイナン
バーカードを使い、職員不在の時間帯（8時から10時及び19
時から22時）に事前登録した暗証番号を入力して入館し、
セルフサービスで自由に図書館を利用する「オープンライブ
ラリー」を導入しています。利用者は、司書が勤務する時間帯
にはレファレンスサービスを利用し、セルフサービスの時間帯
には資料の閲覧や貸出を行うというように使い分けされてい
ます。マイナンバーカードは様々な可能性を秘めています。

参考文献：吉田右子「対話とエンパワーメントを醸成する21世紀
の北欧公共図書館」「現代の図書館」vol.52 No.2 2014.6

福
島
県
い
わ
き
市
生
ま
れ
、
東
京
造
形
大
学
彫
刻
科
卒
業
、
平
成
２
年
造
船

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
フ
ォ
ル
ム
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
通
産
省
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

受
賞
、
平
成
６
年
文
化
庁
作
品
買
上
げ
、
平
成
19
年
東
京
藝
術
大
学
美
術
学

部
彫
刻
科
教
授
、
28
年
よ
り
同
大
学
学
長
特
別
補
佐
・
教
授
。

東京藝術大学　学長特別補佐・教授

北
きた
郷
ごう
　悟
さとる

【44】

　

上
野
駅
公
園
口
か
ら
出
て
10
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ

に
仕
事
場
が
あ
る
。
東
京
都
美
術
館
を
過
ぎ
古
い
赤
レ

ン
ガ
の
門
柱
が
見
え
る
と
我
が
大
学
だ
。
約
20
年
の
間
、

公
園
の
中
を
一
直
線
に
歩
い
て
通
勤
し
て
き
た
。

　

こ
の
公
園
は
、
ご
存
知
の
通
り
東
京
都
上
野
恩
賜
公
園
で
あ

る
。
東
京
国
立
博
物
館
や
国
立
科
学
博
物
館
、
国
立
西
洋
美
術

館
、
東
京
都
美
術
館
、
上
野
恩
賜
動
物
園
、
東
京
藝
術
大
学
、

上
野
の
森
美
術
館
な
ど
20
以
上
の
施
設
が
あ
っ
て
不
忍
池
な
ど

含
め
る
と
53
万
㎡
の
公
園
で
あ
り
、
博
物
館
、
美
術
館
に
は
国

宝
や
重
要
文
化
財
等
の
芸
術
資
源
が
あ
る
世
界
で
も
有
数
の

「
文
化
の
杜
」
と
し
て
の
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

　

明
治
６
年
に
ボ
ー
ド
ワ
ン
博
士
が
上
野
の
山
に
視
察
に
訪
れ

た
際
、
公
園
に
し
ま
し
ょ
う
と
病
院
設
立
を
あ
き
ら
め
て
日
本

で
最
初
の
公
園
に
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
数
年
、
上
野
公
園
に
は
、
大
き
な
転
機
が
訪
れ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え

る
に
あ
た
り
こ
の
公
園
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
文
化
的
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
高
い
事
か
ら
各
館
が
協
力
し
て
日
本
文
化
の
良
さ

を
世
界
中
に
伝
え
る
事
と
海
外
か
ら
多
く
の
外
国
人
が
来
訪
す

る
公
園
に
す
る「
世
界
の
文
化
拠
点
」に
し
よ
う
と
す
る
計
画
だ
。

そ
し
て
２
年
前
に
上
野
「
文
化
の
杜
」
新
構
想
推
進
実
行
委
員

会
が
設
立
さ
れ
、私
は
そ
の
仕
事
も
兼
ね
る
事
に
な
っ
た
。最
近
、

公
園
近
く
の
谷
中
で
も
豆
腐
屋
の
前
に
外
国
人
の
見
物
人
が
増

え
た
そ
う
で
、
興
味
は
下
町
や
日
本
の
日
常
に
あ
る
よ
う
だ
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
発
達
で
名
所
旧
跡
め
ぐ
り
に
加
え
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

の
人
々
の
文
化
を
見
る
観
光
の
姿
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
だ
。

　

世
界
に
伝
え
る
日
本
の
文
化
と
は
何
か
？　

多
様
化
し
た
現

代
の
中
で
日
本
の
伝
え
た
い
文
化
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
で
あ
る
。

　

あ
る
建
築
家
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
、
そ
こ

で
手
に
し
た
本
が
『
茶
の
本
』
で
あ
る
。

　
『
茶
の
本
』
は
、
岡
倉
天
心
が
英
文
で
明
治
39
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
発
行
し
て
以
来
今
日
ま
で
読
み
親
し
ま
れ
て
い
る
本

で
あ
る
。
書
店
に
行
く
と
日
本
文
で
訳
さ
れ
た
本
が
幾
つ
か

あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
の
表
現
が
異
な
る
。

　

茶
の
湯
を
楽
し
む
こ
と
は
芸
術
を
感
じ
る
事
と
し
て
新
た
な

感
性
の
領
域
を
広
げ
た
事
で
も
あ
り
、
日
常
の
何
も
無
い
空
間

の
中
で
花
一
輪
を
「
存
在
」
と
し
て
表
現
で
き
る
素
晴
し
い
文

化
が
あ
る
事
を
『
茶
の
本
』
は
伝
え
て
い
る
。

　

私
が
上
野
公
園
か
ら
学
ん
だ
歴
史
と
芸
術
文
化
を
世
界
に
発

信
す
る
ヒ
ン
ト
は
、
茶
の
湯
を
知
ら
な
い
自
分
が
『
茶
の
本
』

か
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

岡
倉
天
心
の
『
茶
の
本
』
は
、
日
本
人
の
美
意
識
に
つ
い
て

柔
軟
に
リ
レ
ー
的
発
想
を
授
け
て
く
れ
る
本
で
あ
っ
た
。

『
茶
の
本
』
か
ら

マイナンバーカードを活用した図書館
共同利用システムに参加しています

　

11
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
５
日
間
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ア
リ
ー
ナ

で
「
河
野
書
店
」
と
い
う
本
屋
を
開
き
ま
し
た
。
ほ
ぼ
日
が
開
催
し

た
「
生
活
の
た
の
し
み
展
」
に
参
加
し
た
59
店
舗
の
一
つ
と
し
て
で

す
。
店
内
に
は
、「
19
歳
の
本
棚
。」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
私
が
選

書
し
た
「
19
歳
（
か
つ
て
の
19
歳
を
含
む
）
の
た
め
の
」
文
庫
本
を

30
冊
、
そ
れ
に
「
古
本
Ｘ
（
エ
ッ
ク
ス
）
」
と
い
う
お
た
の
し
み
企

画
│
│
私
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
書
棚
か
ら
持
ち
出
し
た
お
勧
め
本
に

ひ
と
言
メ
モ
を
添
え
、
中
身
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
お
み
く
じ

趣
向
の
古
本
市
│
│
な
ど
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

連
日
、
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
で
、
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
本
が

売
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
私
と
と
も
に
店
頭
に
立
っ
た
の

が
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
一
緒
に
雑
誌
を
作
っ
て
い
た
同
僚
で
す
。
二

人
で
掛
け
合
い
を
や
り
な
が
ら
、
本
の
紹
介
を
熱
っ
ぽ
く
し
て
い
る

と
、
お
客
さ
ん
た
ち
が
ま
ぁ
い
ろ
い
ろ
話
し
始
め
る
こ
と
、
し
ゃ
べ

る
こ
と
！　

た
ち
ま
ち
読
書
相
談
と
い
う
名
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

の
場
に
な
り
ま
し
た
。
本
を
仲
立
ち
に
す
る
と
、
お
互
い
に
間
接
話

法
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
気
楽
に
話
せ
て
、
こ
ち
ら
も
親
身
に

な
れ
る
の
で
す
。

　
「
も
う
す
ぐ
二
学
期
。
学
校
が
始
ま
る
の
が
死
ぬ
ほ
ど
つ
ら
い
子

は
、
学
校
を
休
ん
で
図
書
館
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
、
２
年
前
の

８
月
末
に
、
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
の
司
書
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
呼
び
か

け
た
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
子

で
な
く
と
も
、
日
常
生
活
に
不
安
や
悩
み
は
尽
き
な
い
も
の
。
ふ
と

本
と
い
う
存
在
に
目
が
向
い
た
時
、
誰
か
が
そ
こ
に
い
て
、
本
を
媒

介
に
し
な
が
ら
気
が
ね
な
い
会
話
が
交
わ
せ
た
な
ら
ば
、
束
の
間
に

せ
よ
、
ず
い
ぶ
ん
気
持
ち
が
楽
に
な
る
は
ず
で
す
。
今
回
も
実
に

多
く
の
方
が
、「
勧
め
ら
れ
た
本
を
す
ぐ
に
読
み
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
を
、
言
い
た
く
て
」
と
ま
た
来
て
く
れ
ま
し
た
。
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
渇
望
す
る
人
が
こ
ん
な
に
多
く
い
る
も
の
か
…
…
。

本
の
窓
口
で
あ
る
図
書
館
に
も
、
こ
う
し
た
期
待
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
を
、

 

言
い
た
く
て

ほ
ぼ
日
の
学
校
長
／
編
集
者
　

河
野
　
通
和

こらこら

bo]

第
3
回
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米
よね

原
はら

　晶
あき

子
こ

1985年、神奈川県生まれ。NPO法
人アートネットワーク・ジャパン理事長。
フェスティバル/トーキョー実行委員。
にしすがも創造舎チーフマネージャー
を経て、現職。芸術と社会をつなぐプ
ログラムの企画・運営や次代を担う芸
術家の育成に取り組む。

生涯の一冊
（46）

■『
太
陽
の
子
』

灰
谷
健
次
郎
／
著

田
畑
精
一
／
絵

理
論
社　

１
９
７
８
年

　

私
が
通
う
小
学
校
に
は
二
週
間
に
一
度
、
本
を
積
ん
だ

車
が
移
動
図
書
館
と
し
て
校
庭
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
友

人
と
校
庭
の
遊
具
に
座
り
な
が
ら
本
を
読
ん
だ
時
間
は
と

て
も
心
地
よ
く
、
幼
少
期
の
最
も
印
象
的
な
記
憶
の
一
つ

で
す
。『
太
陽
の
子
』
も
、
た
し
か
移
動
図
書
館
で
見
つ

け
た
本
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
を
開
く
と
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
次
か

ら
次
へ
と
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
の
歴
史
、
戦
争
を

経
験
し
た
方
の
心
の
動
き
、
家
を
離
れ
て
仕
事
に
就
か
ざ

る
を
得
な
い
若
者
の
姿
…
。
自
分
が
暮
ら
す
日
本
で
の
出

来
事
と
は
思
え
ず
、
息
を
呑
み
な
が
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

読
み
終
え
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
本
を
返
し

た
後
に
文
庫
本
を
購
入
し
、
幾
度
と
な
く
読
み
返
し
ま
し

た
。
重
い
歴
史
の
爪
痕
や
深
い
悲
し
み
を
描
い
た
こ
の
物

語
を
、
幼
い
な
り
に
理
解
し
た
い
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
同
時
に
、
私
は
こ
の
作
品
世
界
の
登

場
人
物
に
な
っ
た
つ
も
り
で
本
を
読
み
進
め
る
の
が
、
た

だ
楽
し
み
で
し
た
。

　

神
戸
で
沖
縄
料
理
店
を
営
む
主
人
公
の
両
親
が
沖
縄
を

訪
れ
た
こ
と
が
な
い
娘
に
語
る
海
の
青
さ
や
、
常
連
客
が

時
々
披
露
す
る
民
謡
、
沖
縄
に
根
付
く
哲
学
が
あ
た
か
も

自
分
に
語
り
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
未
だ
見
ぬ
土
地

の
魅
力
を
想
像
す
る
喜
び
が
本
を
読
む
私
の
心
を

満
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
人
々
の
表
情
や
動
き
の

描
写
も
秀
逸
で
、
登
場
人
物
達
が
い
つ
か
自
分
の
目
の

前
に
現
れ
そ
う
な
気
さ
え
し
ま
し
た
。
本
を
読
ん
で
感
動

し
た
、
最
初
の
経
験
で
す
。

　

旅
を
し
て
い
る
よ
う
な
、
友
達
が
で
き
た
か
の
よ
う

な
気
持
ち
を
、
読
者
に
抱
か
せ
る
こ
と
の
で
き
る
表
現

が
在
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
私
は
本
や
映
画
、
舞
台
な
ど
、

さ
な
ざ
ま
な
表
現
に
触
れ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

い
つ
し
か
誰
か
を
未
だ
見
ぬ
世
界
に
誘
う
作
品
の
よ
う

な
創
作
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

途
方
に
く
れ
る
よ
う
な
出
来
事
が
現
実
に
起
き
た
時
で

も
、
作
家
や
芸
術
家
の
表
現
が
世
界
と
向
き
合
う
糸
口

を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
う
私
に
信
じ
さ
せ
て
く
れ
た

本
で
す
。

遠

い

ど

こ

か

を
、

感

じ

さ

せ

て

く

れ

た

本

この本カフェ
❦ Café  KONOHON ❦

〜

「『赤い鳥』を受け継ぐ図書館として」

❦ 今回のテーマ ❦

十八番
書名  『十

お は こ

八番の噺 （落語家が愛でる噺の話）』
春風亭昇太  柳家喬太郎  等11名／著　フィルムアート社　2017年
　日本テレビの日曜の番組「笑点」は見るけれど、落語はあまり聴いたことがない
人…そうあなた！　春風亭昇太さんは新作落語家だって知ってましたか。本書は、
二つ目から真打ちまで11人の演者が作品について語った噺家の話し集。
　えっ、本の内容！？　いけねえ、どこかに落としてきたかな。最近ぼけが…そう、
さっき池袋演芸場に寄ったから、そう、きっとあそこだな。
 【酒井 一夫（さかい かずお）】

書名  『定年男子 定年女子  45歳から始める「金持ち老後」入門！』
大江英樹  井戸美枝／著　日経BP社　2017年
　日本人と言えば「長寿」。人生百歳時代を迎えた現在、老後の生活を考える
ことは、国民の必須課題です。元金融マンで経済コラムニストの年金男子と日
本イチ年金通の社会保険労務士の年金女子。二人のお金のプロが「年金生活」
を始めて分かった事実を、易しく教えてくれます。備えあれば、憂いなし。新
しい年の始まりに、「金持ち老後」か「貧乏老後」かをチェックして、明るい前
向きに、幸せでおもしろい人生を目指しませんか？
 【砂塚 寛子 （すなづか ひろこ）】

書名  『ちびまる子ちゃんの 暗誦百人一首　暗誦新聞入り』
米川千嘉子／著　キャラクター原作・さくらももこ　集英社　2003年
　好きな和歌は？ と聞かれ、暗誦できる一首はありますか。鎌倉時代に編さん
された『小倉百人一首』は、江戸時代に「かるた」となり庶民へと広がりました。
百人一首の「かるた取り大会」はお正月の風物詩です。古典文学の基礎知識や、
歌に込められた心情を味わうための４コマ漫画も織り込まれた本書。著者は、
第31回角川短歌賞受賞の歌人です。受験勉強用だけでなく、 古

いにしえ

の日本人の
生活と感性を知る読み物としても、おすすめです。
 【佐藤 壮広 （さとう たけひろ）】

図 書 館 と 私　33

寄稿者はとしまコミュニティ大学の学習者の内、登録して学んでいる「マナビト生」です。マナビトゼミ担当の人類学者佐藤
壮広氏の指導のもと、毎回テーマに合わせて文学、児童書、評論や科学などの分野からお薦め本を1冊紹介しています。

12
杯
目

　十八番と書いて「おはこ」。歌舞伎の七代目市川団十郎が市川家代々の
芸から十八種類を選び、『歌舞伎十八番（歌舞妓狂言組十八番）』を天保3年
に発表しました。そしてこの作品台本を箱に入れ保存し、それを本物だと認
定するための「箱書き」を、「おはこ」と呼ぶようになったともいわれます。さら
に意味が転じ、人や集団のもっとも得意とする芸や技、特徴などを指すよう
になりました。皆さんの「おはこ」は何ですか。

目白図書館長　田中　嘉和

　現代児童文学の源流となった雑誌『赤い鳥』
は、夏目漱石門下の作家、鈴木三重吉によって
創刊されました。当時、三重吉は目白地区に住
まい、また『赤い鳥』の発行主体である赤い鳥
社は三重吉の住居にありましたので、目白は『赤
い鳥』創刊の地、ということになります。
　地域資料収集方針により当館では『赤い鳥』
復刻版全冊を中心に、鈴木三重吉や関連する作
家の書籍、研究資料を所蔵しています。
　この『赤い鳥』が創刊されたのは1918年、
本年が創刊100年に当たります。これから各方
面で『赤い鳥』をテーマとした企画が行われて
いきますが、目白図書館でも、この文化資産を
次代へと引き継ぐための取り組みを行っていき
ます。
　プロジェクトはまだ茫洋としたものですが、
軸の一つは『赤い鳥』から現代児童文学への流
れを、豊島区の中でつなぐことです。というの
も、三重吉門下生と言える坪田譲治は、戦後、
童話雑誌『びわの実学校』を西池袋の住居で発
行し、今も読み続けられる児童作家を輩出しま

した。『赤い鳥』のバトンは、この地で確かに
受け渡されたのです。
　しかし、坪田譲治と『びわの実学校』、さほ
ど古い話ではないにもかかわらず、その記憶は
地域から失われつつあります。『赤い鳥』から『び
わの実学校』へと連なる事象・事柄をたとえ断
片であっても、いま記録にとどめ、いつでも、
誰もが使える電子資料として整えていくことは
急務なのだと思っています。
　私自身はもともと児童文学が好きで、絵本や
児童書を収集し、ささやかですがその良さを伝
えていました。これら児童文学の成り立ちに『赤
い鳥』があることは知っていたものの、目白で
誕生し、創刊100年というタイミングであるこ
とは、目白図書館に勤務することになって初め
て知りました。
　「赤い鳥に呼ばれたのかな？」というかなり
不遜な思いを胸に収めつつ、「赤い鳥プロジェ
クト」という新たなバトンを、今度は目白図書
館が地域に受け渡せれば、と夢見ています。
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﹁
豊
島
区
と
童
話
﹂が
受
け
継
ぐ
も
の

― 

坪
田
譲
治
『
び
わ
の
実
学
校
』 

―

■ 

豊
島
区
と
坪
田
譲
治

　

１
８
９
０
（
昭
和
23
）
年
、
岡
山
県
御
野
郡
石

井
村
大
字
島
田
（
現
・
岡
山
市
島
田
本
町
）
に
生

ま
れ
た
坪
田
譲
治
と
「
豊
島
区
」
の
関
係
は
、
１

９
１
６
（
大
正
５
）
年
に
始
ま
り
ま
す
。

　

前
年
に
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
譲
治
は
、
神

奈
川
県
茅
ケ
崎
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
南
湖
院
で
出

会
っ
た
前
田
ナ
ミ
コ
（
浪
子
）
と
の
結
婚
を
機
に
、

北
豊
島
郡
高
田
村
大
字
雑
司
ヶ
谷
で
新
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

当
初
は
夫
婦
２
人
の
借
家
暮
ら
し
で
、
雑
誌
の

編
集
や
翻
訳
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
12
月

に
は
長
男
・
正
男
が
誕
生
し
、
高
田
村
大
字
小
石

川
字
狐
塚
（
現
・
西
池
袋
２
丁
目
）
に
家
を
新
築

し
た
こ
と
で
、

晩
年
ま
で
の
多

く
を「
豊
島
区
」

で
過
ご
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■ 

小
川
未
明
「
青
鳥
会
」

　

譲
治
は
大
学
の
卒
業
論
文
に
、ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
を
選
び
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
師
・
小
川
未

明
と
同
じ
選
択
で
し
た
。

　

大
学
在
学
中
よ
り
未
明
に
師
事
し
た
譲
治
は
、

メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
「
青
い
鳥
」
に
ち
な
ん
で
名
付

け
ら
れ
た
未
明
主
宰
の
「
青
鳥
会
」
に
参
加
し
、

持
ち
寄
っ
た
作
品
を
批
評
し
合
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
は
『
黒
煙
』
や
『
地
上
の
子
』
と
い
っ
た

同
人
雑
誌
も
立
ち
上
げ
て
、
創
作
活
動
に
取
り
組

み
始
め
ま
す
。

　

た
だ
、
時
を
同
じ
く
し
て
実
家
の
ラ
ン
プ
芯
製

造
会
社
・
島
田
製
織
所
を
め
ぐ
る
騒
動
な
ど
か
ら
、

家
業
を
手
伝
う
必
要
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
９

１
９
（
大
正
８
）
年
に
は
岡
山
本
社
、
そ
の
翌
年

に
は
大
阪
支
店
に
一
家
で
移
り
ま
す
が
、
１
９
２

３
（
大
正
12
）
年
４
月
に
再
び
上
京
す
る
こ
と
が

叶
う
と
、
い
よ
い
よ
創
作
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て

い
く
の
で
す
。

■ 

鈴
木
三
重
吉
「
赤
い
鳥
社
」

　

譲
治
に
は
、
未
明
の
他
に
も
う
一
人
の
師
が
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
主
宰
の

鈴
木
三
重
吉
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
回
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、『
赤

い
鳥
』（
１
９
１
８
〜
３
６
年
）
は
、「
豊
島
区
と

童
話
」
を
考
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

そ
し
て
「
豊
島
区
」
に
住
ん
で
い
た
譲
治
も
、
大

変
多
く
の
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

譲
治
作
品
が
誌
面
に
登
場
す
る
の
は
、
１
９
２
７

（
昭
和
２
）年
６
月
号
の
「
河
童
の
話
」
を
待
た
ね

ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
発
行
元
の
「
赤
い
鳥
社
」
が
、

区
外
に
移
転
し
た
後
の
こ
と
で
し
た
。

　

じ
つ
は
、
譲
治
と
『
赤
い
鳥
』
の
出
会
い
は
、

創
刊
当
初
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「『
赤
い

鳥
』
は
買
っ
て
読
ん
で
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
家
の
ち
ょ
っ
と
先
に
、
赤
い
鳥
社
と
い
う
の

は
あ
り
ま
し
た
。」（『
坪
田
譲
治
童
話
研
究
』
岩

崎
書
店
、
１
９
８
６
年
）。

　
「
赤
い
鳥
社
」
は
、
た
び
た
び
移
転
す
る
の
で

す
が
、
創
刊
か
ら
し
ば
ら
く
の
期
間
を
「
上
り
屋

敷
時
代
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
譲
治
に
と
っ
て
『
赤

い
鳥
』
は
、
当
初
か
ら
「
近
い
」
存
在
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
実
際
に
作
品
を
発
表
し
て
い
く
時

期
に
は
、
三
重
吉
か
ら
大
幅
な
添
削
も
受
け
な
が

ら
、「
童
話
」
を
鍛
え
て
い
き
ま
し
た
。

※ 「
上
り
屋
敷
」
は
、
江
戸
時
代
の
猟
場
の
休
息
所
の
こ
と
で
、

た
と
え
ば
現
在
も
「
上
り
屋
敷
公
園
」（
西
池
袋
）
の
よ
う

に
名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。

■ 

羽
仁
も
と
子
・
吉
一
「
婦
人
之
友
社
」

　

さ
ら
に
地
理
的
・
時
代
的
状
況
か
ら
は
、「
婦

人
之
友
社
」
と
の
「
近
さ
」
も
見
え
て
き
ま
す
。

　

羽
仁
も
と
子
・
吉
一
夫
妻
に
よ
る
「
婦
人
之

友
社
」
は
、
現
在
ま
で
続
く
雑
誌
『
婦
人
之
友
』

（
１
９
０
８
年
〜
）で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
１
９

１
４（
大
正
３
）年
に
は
児
童
雑
誌
『
子
供
之
友
』

を
創
刊
し
ま
す
。
ま
た
１
９
２
１（
大
正
10
）年
に

は
、
豊
島
区
の
自
由
教
育
運
動
の
一
翼
を
担
っ
た

新
学
校
「
自
由
学
園
」
を
創
立
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
一
連
の
出
来
事
は
、
譲
治
の
家
の
目
と
鼻
の
先

（
現
・
西
池
袋
２
丁
目
）
で
起
こ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
「
豊
島
区
と
童
話
」
の
土
壌
が
整
備

さ
れ
て
い
く
中
で
、
譲
治
初
の
童
話
作
品
で
あ
る

「
正
太
の
汽
車
」
は
、『
赤
い
鳥
』
へ
の
作
品
発
表

に
先
行
し
て
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
１
月
号

の
『
子
供
之
友
』
に
掲
載
さ
れ
る
の
で
し
た
。
つ

ま
り
当
時
の
児
童
文
化
運
動
は
、
自
由
教
育
運
動

な
ど
を
含
む
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
「
風
の

中
の
子
供
」
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
す
。「
豊
島

区
と
童
話
」
は
、
そ
の
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く

れ
ま
す
。

■ 

童
話
雑
誌
『
び
わ
の
実
学
校
』

　

晩
年
の
譲
治
が
辿
り
つ
い
た
の
も
、
あ
る
種
の

「
学
校
」
を
作
る
こ
と
で
し
た
。

　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に
『
赤
い
鳥
』
を
意

識
し
な
が
ら
創
刊
し
た
童
話
雑
誌
『
び
わ
の
実
学

校
』
に
は
、
多
く
の
児
童
文
学
作
家
が
集
う
と
と

も
に
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
作
家
や
作
品
を
生

み
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
た
と
え
ば

譲
治
の
リ
ア
リ
ズ
ム
的
な
作
風
と
は
大
き
く
異
な

る
、
あ
ま
ん
き
み
こ
の
よ
う
な
存
在
も
い
ま
し
た
。

　

戦
後
の
児
童
文
学
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
童
話
」

の
克
服
を
目
指
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
『
び
わ
の
実
学
校
』
は
、過
去
の
「
童
話
」

を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
新
た
な

作
品
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
で
は
、
そ

こ
で
受
け
継
が
れ
た
「
童
話
」
と
は
一
体
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
ま
だ
個
々
の

作
品
の
中
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

〈
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

東
京
都
立
産
業
技
術
高
等

専
門
学
校
も
の
づ
く
り
工

学
科
助
教
。
研
究
分
野
は

日
本
近
代
文
学
（
児
童
文

学
）、
国
語
科
教
育
。
論

文
に「「
文
学
」の
在
り
か
―
〈
３・
11
〉後
か
ら「
児
童
文
学
」

を
考
え
る
た
め
に
」（『〈
３
・
11
〉後
の
表
現
を
考
え
る
』
立

教
大
学
日
本
学
研
究
所
、
２
０
１
７
年
）
が
あ
る
。

宮田　航平

豊
島
区話

童
と

全３回
最終回

岡山シティミュージアム蔵

こ
ど
も
時
代
の
愛
読
書
（
全
３
回
）  

最
終
回　
『
ば
ら
い
ろ
島
』　　
　

 

作
家
・
歌
人
　
尾お

崎ざ
き

　
左さ

永え

子こ

　

戦
争
が
だ
ん
だ
ん
激
し
く
な
っ
た
少
女
期
に
、
私
は
そ
の
可
愛
ら
し
い
一

冊
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
当
時
は
珍
し
い
四
角
い
形
の
小
型
本
で
、
背
表
紙

の
薔
薇
色
の
布
と
表
紙
の
薄
ク
リ
ー
ム
色
、
罫
に
も
薔
薇
色
が
使
っ
て
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
国
会
図
書
館
に
は
収
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
現

在
の
私
に
は
確
か
め
に
行
く
体
力
が
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

作
者
は
パ
リ
の
詩
人
で
劇
作
家
の
ヴ
ィ
ル
ド
ラ
ッ
ク
。
主
人
公
の
チ
フ
ェ

ル
ナ
ン
は
、
パ
リ
の
貧
し
い
町
に
住
む
、
ご
く
ふ
つ
う
の
少
年
で
す
。

　

人
に
は
な
ぜ
か
、
何
を
し
て
も
失
敗
ば
か
り
の
日
が
あ
っ
て
、
彼
は
学
校

で
意
地
悪
な
先
生
に
は
散
々
叱
ら
れ
る
し
、
風
邪
気
味
の
お
母
さ
ん
の
薬
を

買
い
に
出
れ
ば
瓶
を
落
と
し
て
割
っ
て
し
ま
う
し
…
。
途
方
に
く
れ
る
彼
を

救
っ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
園
を
作
っ
て
い
る
紳
士
ヴ
ァ
ン
サ
ン
氏
で

し
た
。
や
が
て
眠
っ
て
い
る
う
ち
に
「
ば
ら
い
ろ
島
」
に
招
待
さ
れ
た
チ
フ

ェ
ル
ナ
ン
は
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
、
み
ん
な
楽
し
く
て
嬉
し
く
て
、
心
弾

む
毎
日
を
過
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
島
の
先
生
方
の
話
を
漏
れ
聞
い
た

彼
は
、パ
リ
の
母
が
病
気
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、

小
さ
な
ボ
ー
ト
で
嵐
の
海
を
渡
ろ
う
と
し
て
、
危
う
く
島
の
先
生
方
の
飛
行

機
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
…
飛
行
機
か
ら
吊
り
篭
を
下
ろ
し
て
、
女
の
先
生
が

気
を
失
っ
た
彼
を
嵐
の
海
か
ら
救
い
出
す
挿
絵
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
た
だ
楽
し
く
、
物
に
満
た
さ
れ
た
だ
け
で
幸
せ
な
の

か
、
家
族
愛
が
ど
ん
な
に
大
き
い
も
の
か
、
お
金
持
の
大
人
の
考
え
る
〝
子

ど
も
の
楽
園
〞
の
夢
も
、
実
際
に
は
子
ど
も
の
思
い
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

な
い
、
そ
の
こ
と
を
作
者
は
言
い
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

戦
中
戦
後
の
移
転
の
中
で
、大
切
な
こ
の
本
を
失
っ
て
久
し
い
の
で
す
が
、

い
ま
だ
に
深
い
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。
後
の
『
講
談
社
少
年
少
女
世
界
文

学
全
集
』
の
中
に
は
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

『ばらいろ島』
ヴィルドラック原作　木村太郎訳
中央出版社（現・サンパウロ）
1963年（所蔵：中央区立京橋図
書館）※尾崎さんの読まれたのは
1936年発行の小山書店版。
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図 書 館 イ ベ ン ト 情 報
★…児童・あかちゃん向け　●…一般向け

毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。遊びに来てくださいね。

各図書館の
連絡先

□中 央 図 書 館　3983-7861
□駒 込 図 書 館　3940-5751
□巣 鴨 図 書 館　3910-3608
□上池袋図書館　3940-1779

□池 袋 図 書 館　3985-7981
□目 白 図 書 館　3950-7121
□千 早 図 書 館　3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー　3590-1335

編集後記

1　

月

開
館
時
間

3　

月

中央図書館
平　日　午前10時～午後10時
土日祝　午前10時～午後 6 時

日 月 火 水 木 金 土

◯は土日祝の開館時間　
■は休館日

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

2　

月

駒込・上池袋・千早図書館
● 駒込・上池袋 ●

平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

● 千早 ●
平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

巣鴨・池袋・目白図書館
● 巣鴨 ●

平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

● 池袋・目白 ●
平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

雑司が谷図書貸出コーナー
平　日　午前10時～午後7時
土日祝　午前10時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28

※駒込図書館は、平日は、午前８時から資料の返却と、予約資料の受取りができます。

『図書館通信』は豊島区公式ホームページに掲載しています。　https://www.city.toshima.lg.jp/146/1607050954.html
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1 2 3
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千 早 進 歩 自 由 夢

◆ 2月  落語会
日時　2月10日(土)午前10時～12時
　　　※開場9時30分

出演　三
さん

遊
ゆう

亭
てい

　窓
そう

輝
き

演題　 演題は当日のお楽しみ（古典落語から2題
予定）そのほか、落語に関する話

定員　先着50名　※小学生以上
 
会場 千早図書館2階　視聴覚室
問い合わせ 千早図書館　☎３９５５－８３６１

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん １月 ２月 ３月

中央図書館
児童コーナー
(※印は会議室)

日曜日
14:00

最終日曜日
10:30
11:30

★7日・かるた大会※ 14:00～15:00
★20日・豊島岡女子学園おはなし会
　14:00～14:30
★28日・巣鴨親子読書会おはなし会
  14:00～14:30

★4日・おはなしこうさく会 14:00～14:30 ★4日・おはなしこうさく会　14：00～14：30

駒込図書館
こまちゃんのへや
(※印は地域文化創造館)

土曜日
15:00

第1水曜日
11:00※
(1月は10日)

★13日・かるた大会※ 14:00～15:30
●27日・さくらコンサート～ゴスペルVer. ～※
　14:00～15:00

● 24日・パパが語る～本がつなぐ親子コミュニケー
ション※　13:30～15:00

巣鴨図書館
地下会議室

水曜日
15:30

(1/3はお休み)

第3火曜日
11:00

★10日・カルタ大会 15:30～16:00
★31日・ほんのじかん映画会 15:30～16:00

★7日・ほんのじかん紙芝居の日 15:30～16:00
★28日・ほんのじかんスライド 15:30～16:00

★7日・ほんのじかん工作会 15:30～16:00
★21日・ほんのじかん映画会 15:30～16:00

上池袋図書館
おはなしのへや
(※印は地下ホール)

水曜日
15:00

(1/3はお休み)

最終水曜日
11:00※

★10日・カルタ大会※ 15:00～16:00
★27日・親子で楽しむ映画会※
　「しっぺい太郎」ほか 14:00～14:30

★24日・親子で楽しむ映画会※
　「ふるやのもり」ほか 14:00～14:30

池袋図書館
ワークルーム
(※印は区民集会室)

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00

(1月は10日)

★6日・カルタ大会 14:30～15:30
★13日・たんぽぽこうさく会 14:30～15:30
●17日・読み聞かせ講座※ 11:00～12:00
●21日・バリアフリー映画会※
　「武士の家計簿」 13:30～15:30

★10日・たんぽぽこうさく会 14:30～15:30
★24日・おはなしたんぽぽスペシャル
　14:30～15:30

★10日・たんぽぽこうさく会　14：30～15：30
●14日・読み聞かせ講座※　11:00～12:00
●21日・ビブリオバトル※　14：00～15：30
★31日・かがくのおはなし会　14:30～15:30

目白図書館
地下区民集会室

水曜日
15:00

(1/3はお休み)

第1水曜日
14:00

(1月は10日)
★20日・かるた大会 15:00～16:00 ★28・29日・絵本づくりワークショップ

　13：00～15：00

千早図書館
視聴覚室

水曜日
15:30

(1/3はお休み)

水曜日
10:30

(1/3はお休み)
★10日・かるた大会 15:30～16:00 ★14日・ほんとこ工作会 15:30～16:00 ★3日・土曜日のほんとこおはなし会

　15:30～16:00

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

▶巻頭言は、豊島区国際アート・カルチャー都市懇話会委員でもある北郷悟氏にご寄稿いただきました。現代の文化・芸術
発信のヒントにもなった『茶の本』、読んでみます（狩野）
▶本号で 3頁の 2コーナーが最終回を迎えてしまいました。執筆いただいた先生方ありがとうございました。次号からは新
連載がはじまります！（髙松）

書評講座・講習会【申込方法】

受付時間：午前10時～午後6時
氏名・住所・緊急時の連絡先(電話番号とメールアドレス)を明記の上、下記のいずれかの方法でお申込みください。
●電話：3983－7861　　●FAX：3983－9904　　●メール：A0027900@city.toshima.lg.jp　　
●来館申込：中央図書館5階の事務室までお越しください。

脱出ゲーム For ビギナーズ
〜Alics in Library〜
 
【日　時】　2月23日(金) 午後6時～8時
【場　所】　中央図書館
【定　員】　2人1組・10組まで（2月1日より受付）
【参加費】　無料
【申　込】　電話 3983－7861（午前10時～午後6時）
　　　　　または、直接来館

書評講座
～ポップで表現！私に響いたこの本 Ⅲ期～
 
　おすすめの1冊を持ち寄り、書評の書き方を
レクチャー、文章添削ののち、オリジナルポッ
プを作成します。本が好きで、本について語り
合いたい人はぜひお申込みください！ポップ
は中央図書館に展示します。

【日　時】　12月13日（水）、1月10日（水）、2月14日（水）
　　　　　いずれも午後6時～8時
【場　所】　中央図書館5階会議室
【講　師】　佐藤壮広氏
　　　　　（書評家、人類学者、立教・大正大学非常勤講師）
【定　員】　 まだ定員に余裕がありますのでぜひ2回目からご

参加ください。
【参加費】　1,000円（高校生以下500円）

豊島区子どもの読書に関する講習会

「楽しさいっぱい！おはなし会」
 
　絵本を中心にしたおはなし会の中で、パネルシア
ターやペープサートなどをどのように取り入れたら
よいか、具体的に実演していただきながら、制作や演
じ方のコツなどを織り交ぜてお話しいただきます。

【日　時】　2月20日（火）　午後2時～4時　
　　　　　※開場1時45分
【場　所】　あうるすぽっと会議室B
【講　師】　阿部恵氏（道灌山学園保育福祉専門学校保育部長）
【対　象】　 区内の教育・福祉施設などで子どもたちに読み聞かせ

の活動をしている方。または、子どもの本や読み聞かせ
に関心のある方（区内在住・在勤・在学）。

【定　員】　先着50名（1月11日午前10時受付開始）
【参加費】　無料
【保　育】　 6ヶ月以上未就学児 先着5名（保育のみ1月31日申込締切）
　　　　　※保育を希望される方は、電話でお申込みください。

探偵作家 飛
あ す か

鳥高
たかし

展  開催中
 
　江戸川乱歩邸の隣に住んでいた日本探偵
作家クラブ賞受賞作家、飛鳥高さん（1921
年2月生まれ96歳）の特集展示を開催中で
す。飛鳥さんは、コンクリート関連の研究で
日本建築学会賞を受賞され、サラリーマン
探偵作家との異名をお持ちでした。

【会　場】　中央図書館5階特別展示コーナー
【期　間】　平成29年12月23日（土）～平成30年2月22日（木）

豊島区立郷土資料館学芸員に学ぶ

ソメイヨシノの誕生と染井の植木屋
 
　桜の代表的品種であるソメイヨシノは、豊島区が発祥の地
と言われています。普段は知る機会の少ないソメイヨシノの
歴史的背景やアカデミックなことまで、秋山学芸員に詳しく
お話しいただきます。

【日　時】　2月11日（日）　午後2時～3時30分
【場　所】　駒込地域文化創造館第二会議室
【講　師】　秋山伸一氏（学芸員）
【定　員】　先着30名（1月21日より受付）
【参加費】　無料
【申　込】　駒込図書館カウンター・電話 3940－5751


